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近畿大学工業高等専門学校起業家工房の開所にあたり 

 

 

 このたび、近畿大学工業高等専門学校において「 起

業家工房」を開所することになりました。本工房は令

和 4年度文部科学省大学改革推進補助金、高等専門学

校スタートアップ教育環境整備事業において採択さ

れた、 地域連携を考慮した近大高専起業支援プログ

ラム」の一環です。 

 日本の経済成長を促す国策として、高専教育を受け

た学生への起業の期待をもって公募された事業です

が、本校では平成 27 年に企画し三重県高等教育機関

魅力向上支援補助事業で採択された「 学生と取り組む

魅力向上「 発信事業」の一環として立ち上げた「 近大

高専ものづくり工房」をさらに発展させ、地域との連携と学生への起業家教育を促進する

事を目的としています。 

 本校内の高専会館にインキュベーションの中核となる「 起業家工房」を開所いたします。

ここでは、起業に向けた議論やものづくりを実際に行うスペースと装置を設置いたします。

また、学内に支所を設けてさらに進んだものづくりを行う設備を確保いたしました。仮想

空間 ３D の測定 試作用の最新の装置を導入し、学内の４つのコース（機械システム、

電気電子、制御情報、都市環境）すべて、卒業生の利用も可能となります。 

 近大高専起業家支援プログラムでは、PBL（Project「Based「Learning）による起業教育、

学内外の経験をもった講師による講演、また卒業生を通した地域の企業との共同研究の促

進、地域における創業 事業継承支援とも協力し、地域連携を考慮した学生のアントレプ

レナーシップ 起業家精神の育成を目指します。 

 近畿大学工業高等専門学校における技術教育のさらなる発展と、起業家の誕生を目標に、

今後とも各界 各所の皆様方のご支援 ご協力を賜れましたら大変嬉しく存じます。 

 どうぞ宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

近畿大学工業高等専門学校 校長 

齊藤 公博 
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起業家工房の開所 

  

地域連携テクノセンター長 中平恭之 

 

近畿大学工業高等専門学校（三重県名張市）は、令和 5年（2023年）11月 10日（金）に、文部科学

省の「高等専門学校スタートアップ教育環境整備事業」を受けて開設するインキュベーション（人材育

成、起業支援）施設「近大高専起業家工房」の開所式を行いました。名張市長や名張商工会議所会頭ら

にもお越しいただき、地域社会との連携を重視した実践的な教育に向けてスタートを切りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「近大高専起業家工房」 開所式の様子 

 

近年注目を集めるスタートアップ人材育成は、日本の経済成長を促進し社会的課題を解決していくた

めに不可欠であり、特に若い人材への支援が重要であると言われています。高等専門学校での教育で培

われる「高い技術力、社会貢献へのモチベーション、自由な発想力」はスタートアップ人材育成への優

位性が高く、実際に起業する例が出てきていることなどを背景に、文部科学省は令和 5 年（2023 年）1

月から「高等専門学校スタートアップ教育環境整備事業」の公募を開始しました。この事業は、自由な

発想で起業を含めたさまざまな活動にチャレンジできる施設の整備や関連する取り組みを支援するこ

とで、高専生の活動を後押しし、それぞれが培う技術を地域の社会課題解決や活性化につなげていくこ

とが目的とされています。本校も公募に参加し、インキュベーション施設「近大高専起業家工房」の開

設を含む「地域連携を考慮した近大高専起業支援プログラム」が採択されました。 

本校は創造力あふれる技術者の養成をめざして実社会に役立つ教養と専門的知識の育成に努めてい

ますが、大手企業、地元企業への就職が増える一方で、自ら発想し起業する学生は依然として少ない現

状があります。始動した「地域連携を考慮した近大高専起業支援プログラム」では、「三重県高等教育

機関魅力向上支援補助事業」を受けて平成 27年（2015年）に開所した「近大高専ものづくり工房」を、

「近大高専起業家工房」へと発展・整備し、学生の活動をより一層後押しできるようなりました。 
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これまで、工房の利用は機械システムコースの学生が中心で、用途も機械工作などに限られていまし

たが、新設する施設は全コースの学生に開放します。また、卒業生や地元企業の方々にお越しいただき、

学生がさまざまな人に相談できるミーティングスペースの役割を備えることで、地域と連携した活動・

事業で利用するとともに、地域活性化への貢献をめざします。また、大型スキャナなどのソフトウェア

試作設備、仮想空間を試作できる 3Dレーザスキャニングシステムやモーショントラッキングシステム、

ハードウェア試作設備として 3Dモデリングマシンや 3Dプリンタや UVプリンタなど、起業に役立つ ICT

を用いたものづくりに対応できる新たな機器も調達しました。インキュベーション施設に適した環境を

整備するとともに、授業や実験、卒業研究、技術系の部活動のほか、放課後等の自主的なものづくりに

取り組める場として活用します。 
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スタートアップ講演会の実施

地域連携テクノセンター長 中平恭之 

・第１回スタートアップ講演会

日時：2023年 10月 18日（水）5,6限 

講演タイトル：「高専出身者のベンチャー起業 －研究開発チャレンジはとめられない！－」 

講師：堀米秀嘉先生 

堀米秀嘉先生は、1980年に八戸工業高等専門学校卒業、1984年に豊橋技術科学大学大学院修了、

2017年には東京大学で博士号を取得されております。豊橋技科大を終了後、ソニー株式会社を経たの

ち、1997年株式会社コメッツ、1999年株式会社オプトウェア他、いくつもの会社を設立され、光技術

を用いたデータストレージや 3Dイメージングデバイスの研究開発に携わっておられます。アイデアマ

ンでもある堀米先生からは、これまでの多くの経験から、起業して良かったことや苦労なども楽しく

お話して頂きました。 

堀米秀嘉先生の講演会の様子 

・第２回スタートアップ講演会

日時：2023年 10月 23日（月）5,6限 

講演タイトル：「アントレプレナーの想い」 

講師：東謙治先生 

本校客員教授の東 謙治先生は 1989年に株式会社ユックインターナショナルを設立され、海外主体

の旅行業を営んでおられました。その後、自社にて研究開発を行い、電気を使わないサウナ装置の開

発を行ったのをきっかけとしまして熱関連技術の受託開発を行うようになり、1998年に社名をダ・ビ

ンチに変更し、同社代表取締役社長となられました。その後、本年 2月に同社会長となられたのち，

現在に至っております。ダ・ビンチではロータリー熱エンジンや波力発電装置の開発等、様々な熱流
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体関係の技術開発が日々、行われております。また、このような経験を通じて、東先生は起業および

会社運営等、アントレプレナーシップについて数多くの貴重な知識をお持ちです。講演会では、ご自

身の経験に基づく起業の楽しさ、難しさ、さらには企業にとって重要なお金の話などを学生目線でお

話いただきました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

東謙治先生の講演会の様子 
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民産学金官連携協議会について 

  

都市環境コース長 中平恭之（地域連携ﾃｸﾉｾﾝﾀｰ） 

 

近畿大学工業高等専門学校の高度な専門知識、技術シーズを活かした地域産業の活性化及び産業の創

出、人材育成等の総合的支援を目的とし、農業、工業及び商業等の産業間での連携を強化することで相

乗効果を発揮できるよう事業に取り組んだ。新型コロナウイルス感染拡大以降、３年ぶりに開催した事

業も多く、市民公開講座の開催をはじめ、各界が抱える課題解決やニーズ実現を目的とした研究・調査

等による実践的な事業を継続する中で、民産学金官の連携をより強固なものとし、地域資源の活用や地

域産業の活性化を図ることができた。 

 

１．市民公開講座の開催 

近畿大学高専大教室において、令和４年１２月１７日に市民公開講座を開催した。名張市の北川市長

と齊藤校長による挨拶の後、藤森工業株式会社 専務執行役員ウェルネス事業本部長の下田拓氏が「先

端医療の発展・普及を加速させる化学×工学～ 名張の１００年企業、ＺＡＣＲＯＳの挑戦 ～」につい

て、近畿大学高専准教授の三崎雅裕氏が「ＶＯＣフリー塗布成膜技術による有機半導体フィルムの作製

と応用」について講演を行った。参加者は、市民、企業、市職員、近畿大学高専教職員および学生など

合計７５名であった。 

 

２．産業支援（技術紹介） 

近畿大学高専と地元企業、関係機関が連携することを目的に、令和４年１０月９日に名張市上本町の

サンロードで行われた「名張街道市」において、機械システムコースの教員と学生によるＫＶ-Ｍｏｔｏ

とエコランカーの展示を行い、来場者へ技術紹介を行った。また、令和４年１２月１７日には、近畿大

学高専会館において「令和４年度近畿大学工業高専専任教員ポスターセッション」を開催し、教員が持

つ専門的なスキルの活用について公開し、技術相談があった。 

 

３．学生と取り組む魅力向上・発信事業 

近畿大学高専が実施する事業の推進にあたっては、会員団体が参加協力等をはじめとした以下の支援

を行った。 

 

（１）学校の魅力発信と広報力の強化（学生確保に向けた取組） 

・ 令和４年１０月９日に、名張市上本町のサンロードで開催された「名張街道市」において、子ど

もが楽しめる科学教室を開催し、近畿大学高専の教員と学生がスライムづくりを行い１５０名が

参加した。また、令和４年１１月３日に開催された「つつじが丘子どもフェスタ」では約５００

名の参加があり、近畿大学高専の制御情報コースと共通教育科の教員が小学生に向けてＶＲ体験

を実施した。 

 

（２）地域を志向したグローバル人材の育成と確保（学生の県内企業等への就職等に  向けた取組） 
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・ 近畿大学高専で「英語技能向上プログラム」（Ｅｉｇｏ Ｃａｆé）を実施した。第１回は、令和

４年１０月１５日に開催し、名張市ＡＬＴの２名を迎え、同校の学生を中心に４６名が参加した。

第２回目は、令和５年３月１日に名張市ＡＬＴの２名を迎え、近畿大学高専の学生と教職員３０

名が参加した。 

・ 近畿大学高専の「ものづくり工房」で製作したＫＶ-Ｍｏｔｏやエコランカー、電気電子コース

の研究室で製作したデジタル地球儀ダジック・アースの展示に加え、技術教育部による小中学生

ロボットコンテスト２０２２へ向けたロボット製作講習会をオープンキャンパスや高専名張祭

等で行った。このことにより、来場者にものづくりに関心を持ってもらうとともに、同校への入

学や将来における市内就職について考えてもらう一助となった。 

・ 若者の工業分野を中心とした地元企業への就職促進に向けて、近畿大学高専機械システムコース

の４年生４８名が、令和４年１１月２５日に株式会社ニッタと株式会社東研サーモテックの工場

見学を行った。また、制御情報コースの学生４７名が、令和５年１月１３日に株式会社ＬＩＸＩ

Ｌ名張工場の工場見学を実施した。さらに、都市環境コース（建築系）の４年生２７名が令和４

年１０月２１日に、セルスター工業株式会社三重第２物流倉庫新築工事現場の見学を行った。 

 

（３）地域貢献（地域課題の解決に向けた取組） 

名張市の地域住民と地元企業に加え、近畿大学高専と名張市の民産学金官が連携し、現在名張市が抱

えている旧町をはじめとする空き家の増加やまちの空洞化に対する地域課題の解決に向けた以下の取

組を行った。 

・ 令和４年５月３１日に都市環境コース（建築系）の５年生が、元町にあるテレワーク施設ＦＬＡ

Ｔ ＢＡＳＥで地域住民や市職員に向けて旧町活性化についてのプレゼンを行い、毎日新聞、中

日新聞、広報なばりで取り上げられた。 

・ 名張藤堂家邸跡では、旧町の活性化をめざして都市環境コース（建築系）の学生が提案する模型

やデッサンなどの作品を展示した。第１弾は、令和４年８月１９日～２１日に開催し、約１００

名が訪れた。第２弾は、令和５年２月７日～１２日に開催した。初日には学生の作品発表を行い、

名張市長とこれからの旧町の在り方について議論を交わしたこともあり、約１４０名が来場した。

なお、展示した優秀作品については、協議会費よりポストカードとクリアファイルの製作を地元

業者へ依頼し、広く配布を行ったことで旧町についての魅力発信を行うと同時に、朝日新聞、読

売新聞、毎日新聞、中日新聞、広報なばりで取り上げられた。 

・ 令和５年３月４日に名張市教育委員会主催のトークイベント「暮らしのなかの文化財 価値の創

造と継承」を、名張市総合福祉センターふれあいで開催した。奈良大学准教授の大河内智之氏を

招聘し、近畿大学高専准教授の田中和幸氏と名張市長の北川裕之氏が、名張市旧町の現状や今後

の将来像について対談を行った。参加者は約  ６０名で、講演会については、毎日新聞、広報

なばりで取り上げられた。 

・ 名張市公共交通網の再編に関する取組として、近畿大学高専教授の中平恭之氏が、コミュニティ

バス利用者が減少傾向にある地域を対象とした公共交通需要や問題点を把握し、改善に向けた調

査・分析を行った。 

 

４．地域特産品の認定制度の創設 
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令和３年度に地域特産品の認定制度創設について更なる機運醸成を図るため、名張商工会議所ＨＰに

市内長寿企業を紹介する専用サイトを立ち上げ、地域情報発信サイトと連携してきた。本年度も同サイ

トでの発信を継続し、市内外への周知に努めることで、長寿企業が持つ商品、サービス、ノウハウ、人

にスポットをあて、名張ブランドとしてブランド価値を高める一助とした。 

 

５．若者移住定住チャレンジ支援事業 

民産学金官連携推進協議会の支援事業として、当協議会の構成メンバーが審査員を務め、各分野の専

門的視点を取り入れた審査を行った。本年度は、八百屋・弁当総菜屋・移動式屋台を企画提案した事業

を採択した。採択者は、地元農家とのコラボレーションによる加工品の販売や、料理の提供、イベント

出店やＳＮＳを通じた積極的な情報発信など、名張産野菜の販路拡大と周知に努めるとともに、買い物

困難者への移動販売等も行った。 

 

６．ワインづくりプロジェクトの推進 

地域資源である“ぶどう”を活かしたワインづくりを新たな産業として育成し、民産学金官連携によ

るネットワークを広げることで、地域ブランドの確立、販路拡大等に繋げるよう検討を重ねた。 

    

７．経営発達支援計画の推進 

名張商工会議所が策定し、国の認定を受けた「経営発達支援計画」の計画的な推進を図るため、小規

模事業者による事業計画の作成及びその着実な実施を支援し、民産学金官連携のもとに地域経済の活性

化に取り組んだ。 

 

８．高等教育機関卒業生の市内事業所への就業機会の提供 

・ 市内のものづくり関連の事業所と連携して、近畿大学高専４年生がインターンシップに参加し、

市内事業所への就業を促した。なお、令和４年度卒業生のうち、コクヨ株式会社三重工場へ２人、

株式会社ＬＩＸＩＬ名張工場へ１人が就職した。「名張市 ＯＢ座談会」については、市内企業

９社が参加する「令和４年度近畿大学高専『学内業界研究セミナー』」において学生が十分情報

収集を図れたことから、本年度は未実施とした。 

・ 令和４年８月８日、商工会議所主催により、知識の習得と職業意識の形成、自らの進路に対する

関心の向上を目的とした「第１回 地元高校生職場見学会」を開催した。名張高等学校２年生２

１名が、高校卒業生の採用を予定している市内企業９社を見学した。 

・ 名張市と名張商工会議所等が連携して令和５年３月１０日に開催した名張市・伊賀市合同企業説

明会では、３年ぶりの対面開催となり、求人企業６０社、求職者のべ    １５０名の参加があっ

た。求人側として八幡工業団地内の企業が参加し、本協議会を通じた周知・協力依頼による連携

が図れた。 

 

９．日本銀行経済講演会 

民産学金官連携による地域活性化への課題解決を図ることを目的に、令和４年１０月２１日、名張商

工会議所主催の講演会を開催した。日本銀行大阪支店の村國聡副支店長を講師に迎え、日本、関西の金
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融・経済動向や地域の課題について講演いただいた。３年ぶりの開催となる中、７３名の方が熱心に受

講された。 

   

１０．講習会等 

地域で活躍する人材を育成するため、近畿大学高専が次のとおり資格取得の機会を提供した。 

・ 第２種電気工事士実技試験対策講習会を２回開催し、令和４年７月７日～２３日（１３日間）に

２０名、令和４年１２月９日～２４日（１４日間）に２３名が参加した。 

・ 地域貢献として、近畿大学高専制御情報コースの教員と学生が、小中学校向けプログラミング授

業を行った。令和４年６月２５日に名張市立つつじが丘小学校の６年生４クラスを対象に、Ｓｃ

ｒａｔｃｈによるプログラミングの授業を実施した。また、令和４年９月１７日には名張市立南

中学校の１年生３クラスを対象に、ｍｉｃｒｏ:  ｂｉｔを使った早押しゲームとＩｃｈｉｇ

ｏｊａｍ コンピュータ（ＢＡＳＩＣ言語）を使ったドローン操縦プログラミングの授業を実施

した。 

・ 近畿大学高専機械システムコースの教員が、自由研削砥石取替特別教育の講習を令和４年９月３

日に実施し、７０名が参加した。 
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起業家工房の設備を用いた機械システムコースものづくり教育の例 

  

機械システムコース長 荒賀浩一 

 

機械システムコースでは高等専門学校スタートアップ教育環境整備事業にて導入した起業家工房備

品（一部，工作実習室に設置）を用いて，学生の将来的な起業を念頭においた各種ものづくり教育を

実施しております．一例をあげますと，ハードウェア面では大型３Dプリンタ（Markforged, 

INDUSTRIAL X7）及びレーザー加工機（Laser Connect，CSB-060060-450F）等を用いた遠隔操縦ロボッ

トの製作や，小型３Dプリンタ（ELEGOO, Mars 3）を用いた新規製作予定のソーラーカーの模型等を製

作しました．遠隔操縦ロボットはカメラを用いて遠隔操作可能ないわゆる模型車両であり，その部材

である金属材料・樹脂材料の加工に上記装置を使用し，自動運転ロボットの技術教育の一環として製

作しました．製作に用いた大型 3Dプリンタ等及び製作した遠隔操縦ロボットの例を図１に示します．

また，ソーラーカー模型はものづくり活動の一環として学生自身が３DCADを用いて設計・検討したソ

ーラーカーを実際に出力することで，過去のソーラーカー等と実イメージで比較するために製作しま

した．製作に用いた小型 3D プリンタ及び製作したソーラーカー模型の例を図 2に示します． 

さらには，ソフトウェア面として熱流体解析用 PC及び解析ソフト（エムエスシーソフトウェア, 

scFLOW & SC/TETRA）を用いた，上述の新規製作予定のソーラーカーの非定常流体解析を実施しており

ます．ソーラーカー周りの流体解析結果の一例を図 3に示します．このような実践的なものづくり教

育を学生に実施することで，試作や解析等を主軸とした機械技術者としての素養を生かした起業家を

養成するべく，ものづくり教育を推進しております．  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 3Dプリンタ INDUSTRIAL X7，レーザー加工機及びその製作品の一例 

 

3D プリンタ 

レーザー加工機 

遠隔操縦ロボット 
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図 2 3Dプリンタ ELEGOO Mars 3及びその製作品の一例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 流体解析 PC及び流体解析結果の一例 

 

（令和 5年 12月 23日） 
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身近な ICT 機器で未来へのアイディア:制御情報コースの教育事例 

  

制御情報コース長 舩島洋紀 

 

制御情報コースでは高等専門学校スタートアップ教育環境整備事業にて導入した ICT(情報通信)機器

を用いて，身近な問題を解決するサービスを立ち上げ、学生の将来的な起業を念頭においた教育を実

施しています。今回の整備事業において、AR(拡張現実)グラス、モーションキャプチャの mocopi、高

性能な GPUを搭載したノートパソコン等を導入しました。 

例えば、ARグラスは、現実の世界に情報を重ねて表示する技術を学び、実験やプロジェクトで活用

しています。mocopiは、人の動きを正確に捉える装置で、学生たちはこれを使って動作データを研究

に役立てています。また、高性能な GPUを搭載したノートパソコンは、機械学習のデータ処理やシミ

ュレーションを高速で行うことができ、これにより学生たちの研究が効率的に進むようになりまし

た。 

これらの機器を活用することで、制御情報コースでの学びや研究の幅が大きく広がっています。 

 

活用事例: 画像認識を利用したレシピ提案サービスの構築 

活用事例の一つとして、ある卒業研究では以下のテーマに取り組みました。 

 

テーマ: 撮影画像からレシピを考案するアプリ

の開発 

 

目的: 家庭にある食材を活用し、限られた時間

で効率よく献立を提案するシステムの構築。 

アプローチ: 冷蔵庫にある食材をスマートフォ

ンで撮影し、その画像データから食材を認識す

るために YOLOv5を活用。認識した食材名を楽

天レシピ APIを通じて検索し、最適なレシピを

ユーザーに提案する。 

開発において、GPU搭載ノートパソコンを使用してモデルの学習と調整を行い、検出精度を向上するこ

とができました。 

 

このアプローチにより、簡単かつ効率的に献立を提案できるシステムを構築し、家庭での料理の負

担を軽減する可能性を示しました。本研究成果の一部は、令和 4年 12月に東大阪で開催された高専女

子フォーラム in関西において企業関係者や高専に入学希望している女子学生を対象に発表いたしまし

た。 

高専女子フォーラム in「 関西で発表したポスター 
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この発表は、家庭料理における課題解決を目

指したレシピ提案アプリの開発と実証がテーマ

となっており、参加企業及び中学生から大きな

関心を集め、特に企業からは実用性の高い研究

であると評価されました。 

  

 

 

今後の展望 

今回の補助金事業で導入した機器を活用し、制御情報コースではさらなる研究と教育の発展を目指し

ます。これからの取り組みとして、学生たちが機械学習を活用した新しい制御アルゴリズムの開発に

挑戦するほか、さらに実践的なスキルを高めるための授業カリキュラムを検討し、地域企業との連携

プロジェクトも模索します。 

特に注力したいのは、ICT 機器を通じて学生が身近な社会問題や日常生活の課題を発見し、それを解

決するアイディアを具体的なサービスの形にする力を育てることです。このような教育を通じて、学

生たちは自身の発想を事業化する視点を身につけ、将来的には起業へとつながる力を養うことが期待

されています。 

文部科学省の補助金事業を活用したことで、制御情報コースの活動がより充実し、学生の実践力や

研究能力が向上することが期待されます。 

 

 

（令和 6年 1月 15日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高専女子フォーラム in 関西での発表の様子 
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電気電子コースの取り組み 

  

電気電子コース 吉川 隆 

 

電気電子コースでは、文部科学省の「高等専門学校スタートアップ教育環境整備事業」を受けて、起

業に繋がる取り組みに着手しています。開始して間がないため、起業に関する知識が学生に少なく、外

部講師の先生による講演を聞きつつ勉強している状況ではありますが、起業としての根幹であるシーズ

発掘という部分に着手しています。名張地区は古民家や町屋などが立ち並ぶ歴史的に価値のある街並み

があることや、「ひやわい」と呼ばれる細い路地が織りなす街の景観が特色となっています。また、近

郊には赤目の滝や美旗古墳群、伊賀城、忍者屋敷等の名所も多く、本来なら観光業が栄えるべき地域で

あるにも関わらず、外部からの十分な認知が得られていないのが現状です。そんな現状を鑑み、地域貢

献の意味も含めて、地域案内ができる詳細な地図を作るという事を一つの技術シーズと捉え、起業化の

取り組みを進めています。 

従来のモノトーンな地図ではなく、写真や動画、サイトリンクを含むリッチコンテンツマップとする

ことを目的とします。このスキームが確立すれば、これを全国、全世界展開してゆく事を視野に入れつ

つ、先ずはコンテンツ収集を始めている所です。現状では、卒業研究の中で、上空からの写真や動画を

取り込むためにドローン撮影の練習を行ったり、美旗古墳群を中心として市内に出向き、Biロッドにア

クションカメラを取り付け、高所からや広角といった様々なアングルでの撮影を行ったりしています

（図 1）。また、「ひやわい」散策に向けた高精細地図を作るために、学内に高精度ＧＰＳ活用のため

の RTK-GNNS 基地局を設置する試みにも取り組んでいます。学生はこれらのシーズ探求と共に、市内の

会合などに参加して、ニーズの発掘も行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 撮影風景（ドローン（左）、高所撮影（右）） 



皆様方へ

近畿大学工業高等専門学校

地域連携テクノセンター

近畿大学工業高等専門学校技術相談について

皆様方におかれましては，日々ご健勝のこととお喜び申し上げます。

近畿大学工業高等専門学校では，民産学官連携事業を実施しており，その一

つに技術相談があります。高専教員がこれまで培ってきた技術シーズをもって，

皆さんがお困りの技術ニーズにお応えさせていただきたいと考えております。

何分教員の人数も限られておりますので，すべての技術相談にお応えできると

いう体制でない点は心苦しい所ではございますが，双方のお話し合い等を通し

てより多くの接点が見出せればと思います。

シーズとニーズのマッチングを見出すに当たって『技術相談の流れ』（別紙）

をご用意いたしました。こちらの資料をご参照の上，ご相談いただきますよう

よろしくお願い申し上げます。

以 上
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①技術相談のお申し込み

0595-41-0111

地域連携テクノセンター

“技術相談について”と仰ってください。

②初回お打ち合わせ（ご来校頂きます）

相談概要を伺い手続きのご説明を致します。

（技術申込書・技術相談シートをお渡しし

記載方法などについてご説明致します）

初回お打ち合わせの日程を

調整させて頂きます。

 

③技術申込書・技術相談シートを送付

  上記２つのシートを作成していただき

以下の何れかの宛先まで送付して下さい。

・郵送 三重県名張市春日丘７－１

近畿大学工業高等専門学校

地域連携テクノセンター

・e-mail  techno@ktc.ac.jp 

・FAX 0595－62－1320 

Y

E

S

ミスマッチ

 

NO Y

E

S

ミスマッチ

⑤技術相談開始

具体的な技術相談を実施し、何らかの

ご提案をさせていただきます。

 

技術相談の流れ

NO 

備考：担当できる教員がいない等、「ミスマッチ」

となった場合には、ご期待にお応えできません。

ご了承ください。

④担当教員との面談（ご来校頂きます）

担当できる可能性のある教員をご紹介し

ます。教員と面談頂き、具体的なお話合い

の中でマッチングできるか打ち合わせて頂

きます。

⑥技術相談終了

お疲れ様でした。

最後に技術相談成果報告書を記載して

 頂きご提出下さい。

（今後の技術相談に役立たせて頂きます。）

（受付面談） 

（マッチング面談）

テクノセンターにて

ご相談内容にお応えできる可能性の

ある教員が本校にいるかどうか、書面

（技術相談シート）を基に判断させてい

ただきます。
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令和 年  月  日

三重県名張市春日丘７－１

近畿大学工業高等専門学校 名前

地域連携テクノセンター 住所

電話番号

FAX 

e-mail

(印) 

技 術 相 談 申 込 書

●技術相談の名称

●目的

● 技術相談の概要（分担など）

●依頼先教員名（こういったシーズを持っている教員という記述でも可）

●予定期間（大よその見当で構いません）

年  月  日 ～ 年  月  日

● 開発費拠出費用元（助成金等の公的資金の場合は必ず記載して下さい。）

● 知財に関する注意事項
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技術相談シート（ 図や絵などを用いても結構です。 ） １／

１．関連技術分野（丸をつけて下さい）

機械  電気・電子 制御・情報 土木 建築

細目（更に細かい技術キーワードを記載して下さい。）

２．施設設備の利用希望（ありの場合は希望設備を記載して下さい）

  あり（                  ）  なし

３．解決したい内容の詳細（ページの追加は１枚まで可能です。）

４．具体的な成果目標（何が解決する事がゴールかを簡潔にお答えください）

（様式１）
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予備シート（書ききれない場合ご使用ください。） ２／２

（様式１）
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技術相談成果報告書 名前 １／

（１）テーマ名

（２）対応教員名

（３） 相談回数 回

（４） 実施の概要

（５） 成果・効果 相談は解消（できた ・ できない ・ どちらともいえない） 

（６）特筆事項（知財的な取り扱い等）

（様式２）
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予備シート （成果報告（４），（５）の追加記載事項） ２／２

（様式２）
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